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Sheet1

								令和3年度第4回国際原子力基礎教育TVセミナー（2021/9/27）アンケート結果 レイワネンドドダイカイコクサイゲンシリョクキソキョウイクケッカ																																																																		1/18/21

				No.		拠点校名 キョテンコウメイ		年齢 ネンレイ		学年 ガクネン												原子力専攻 ゲンシリョクセンコウ						一般受講者の職種 イッパンジュコウシャショクシュ				参加回数
（今回を含む○回目） サンカカイスウコンカイフクカイメ		セミナーを知ったところ シ								アンケート結果 ケッカ																				今後希望する講義の分野 コンゴキボウコウギブンヤ

										高専 コウセン		高校 コウコウ		高専 コウセン		学部 ガクブ		M		D		専攻 センコウ		非専攻 ヒセンコウ				原子力関係 ゲンシリョクカンケイ		原子力以外 ゲンシリョクイガイ				先生又は上司に勧められて センセイマタジョウシスス		ポスター・チラシを見て ミ		SNS他ネット上で見て ホカジョウミ		その他 ホカ		理解度 リカイド		その他の場合 タバアイ		基礎/実務 キソジツム		その他の場合 タバアイ		有益性 ユウエキセイ		あまり有益でないORその他の場合 ユウエキタバアイ		講義内容または進め方 コウギナイヨウススカタ		何を学んだか ナニマナ		良かった/関心があった題目 ヨカンシンダイモク		原子力とエネルギーについて意見 ゲンシリョクイケン		①原子力に関する基礎科学 ゲンシリョクカンキソカガク		②原子力利用と環境問題 ゲンシリョクリヨウカンキョウモンダイ		③技術の高度化と新技術開発 ギジュツコウドカシンギジュツカイハツ		④安全性並びに原子炉事故と危機管理 アンゼンセイナラゲンシロジコキキカンリ		⑤再生可能エネルギーとエネルギー問題 サイセイカノウモンダイ		⑥放射線 ホウシャセン		⑦原子力に関する国際問題 ゲンシリョクカンコクサイモンダイ		⑧その他 ホカ

				1		大阪産業大学		20		学生						2						1										1		1								3				3				2				図やグラフを使っていたので見やすいと感じた。		全体的に知らないことばかりだったので、新しいものを知ることができ、こんな風になっているのかと知ることができた。		説明に図やグラフがあり見やすく理解しやすかった。				1		0		0		0		0		0		0		0

				2		大阪産業大学		20		学生						3						1										1		1								3				1				2												1		0		0		0		0		0		0		0

				3		近畿大学		21		学生						4						1										1				1						3				3				2												0		1		0		0		0		0		0		0

				4		長岡技術科学大学		23		学生								1				1										1		1								2				2				2				原子力の知識がない受講者にも分かりやすく丁寧に講義をしていただき、大変勉強になりました。		国内外の原子力に対する取り組みや研究について多岐の分野にわたって学ぶことができた。		革新的な原子力システムについて浮体式原子力発電プラントの詳細について学べたことが印象に残った。		原発の逆風やさまざまな問題から日本において、我々若者に原子力産業を担う未来はあるのか		0		1		0		0		1		0		1		0

				5		大阪大学		23		学生						4						1										1		1								2				3				2				原子力技術そのものだけでなくその周辺知識や技術の応用などの話も聞けて良かったです。		他の聴講生方が質問されていた内容はとても興味深かった。また、原子力関係のことに興味をもって学ばれている他の学生が多くいることは励みになった。		放射線の医療利用や滅菌に利用されているなど、原子力理論そのもの以外の応用分野の話はこれからの可能性についても考えられるのでとてもよかった。		エネルギー問題に関しては地球の持続可能性という意味でも今後の発展に大きな影響を及ぼすと考えているが、政治的問題など他の要素による影響も大きいように感じる。しかし、国単位ではなく世界規模での研究、発展が必要だと思うのでこの分野におけるこれからの発展を願うとともに期待したいところであります。		0		0		0		0		0		0		0		1

				6		福井大学		19		学生						2						1										1				1						2				2				1				　今回のセミナーが初参加であったが,各大学がそれぞれの特色を生かして講義内容などを工夫しているのに興味があり,これからのセミナーも参加していこうと感じた.		　4つの異なるテーマでそれぞれの研究の特徴や将来性を広く学べ,特に,セラミックスと繊維を活用した被覆管の研究について,実現に向けた研究や課題などを知れた.		　東工大と東京電力で廃炉に向けた研究を行っていることを初めて知ることができ,Csの脱離に関しての化学的アプローチは,これからの除染や,自分が興味のある研究テーマに活用できそうなテーマであったため,非常に興味が涌いた.		　自分は原子力に興味があり,原子力工学を専攻しているが,原子力専攻以外の方もこのようなセミナーを通じて原子力に関する分野に興味を持っていただきたいと感じる.		1		1		1		1		1		1		1		0

				7		長岡技術科学大学		23		学生								1				1										1		1								3				2				2				講義内容は分かりやすく、初心者にとってとても理解しやすい内容であった。１テーマ当たりの時間も約一時間ほどで集中して傾聴することが出来た。		放射線が現在どのような使われ方をしているのか、		セラミックスの燃料被覆管への応用について				0		0		0		1		1		0		0		0

				8		九州大学		23		学生								1				1										1		1								2				2				2				海上に原子力発電所を建設することや小型モジュラー炉といった様々な原子力発電所が検討されていると知った。		様々な原子力発電所が検討されていることを学んだ。また、それらの発電所を建設するためには、住民の理解や避難手段の検討などの課題に直面すると知った。		先進的原子炉、原子力利用				1		1		1		0		1		0		1		0

				9		東京工業大学		19		学生						2						1										1						1				3				3				2						小型炉、特に小型モジュール炉が注目されている理由が分かった。小型モジュール炉の利点について、新車は設計自体が認証されているため最初は車検がいらないことを例に説明されていたのが分かりやすかった。		「革新的原子力システム開発が拓く未来（先進的原子炉、原子力利用）」				1		1		1		0		1		0		0		0

				10		福井大学		20		学生						2						1										1		1								1				1				2				特に支障なく、受けられました		大まかな内容は抑えていた分野なので、要素要素の理解が深まりました		原子力材料				0		0		0		0		0		0		0		1

				11		一般		51		一般（教職員も含む）																		1				1						1				1				2				2								業務の関係で竹下先生のお話しか聞けませんでした。将来展望、期待感を感じるお話だったと思います。				0		0		0		0		1		0		0		0

				12		一般		70		一般（教職員も含む）																		1				2						1				2				2				1				接続の当初に、少々バタついておられます。接続などについては予め、十分ご確認されるのが宜しいかと思います。		各講義とも基礎の部分が丁寧に説明されており、非常に助かります。また図表類に出典が記載されている例が多く、後程確認するのに大変助かりなす。		全てです。		カーボンニュートラルに関連する技術と原子力技術との直接の関連は、現段階ではないようですが、関連付ける技術開発が今後行われると、とても面白くなると思います。		0		1		0		0		1		0		0		0

				13		大阪産業大学		20		学生						2								1		スポーツ健康学科						1		1								3				3				2				後半から内容が難しくなり、少し分かりにくかった。		材料には、大きく分けて金属、ポリマー、セラミックスの３つがあり、それぞれの特性を活かした製品の開発がされている。		原子炉の仕組み		将来、原子力によるエネルギー政策の安全性がさらに高まることを願います。		0		0		0		0		0		1		0		0

				14		大阪産業大学		23		学生						3								1								1		1								3				2				2												0		0		0		0		0		1		0		0

				15		大阪産業大学		21		学生						3								1								1		1								3				3				2												1		0		0		0		0		0		0		0

				16		大阪産業大学		21		学生						3								1								2		1								3				2				2				放射線の今後の利用について様々な規制やルールがあり、活用のための準備がかなりできているような印象を受けました。とても興味深かったです。		加速器の規模によって応用の仕方や活用法がことなることを学びました。また、量子ビームについてきそてきなじこうをおさえることができました。		放射線利用についてか非常に興味深かったです。		とくになし		1		1		1		0		1		0		0		0

				17		大阪産業大学		19		学生						2								1								1		1								3				2				2				基礎知識を使って考える場面が多かったので、自分のようなこの分野についての基礎知識がない人には少し難しい内容だなと思った。		原子力についての興味関心が少し湧いた。		内容はかなり難しいものであったが、担当の教授の説明が丁寧なので、分かる部分も少しあった。				1		0		0		0		0		0		0		0

				18		大阪産業大学		21		学生						3								1		環境理工学科						1		1								2				2				2				講義内容はグラフがたくさんあり用語が分からなくても可視化されていたのでわかりやすかったです。		放射線の利用のされ方や種類を変える際に加速装置を使うことなど、知らないことがたくさんあったのでしれてよかったです。		加速器の産業、医療応用に向けてが関心がありました。特に、高価なもので認可が必要なものなのでこれから社会が発展していく上でどのように活用するのかなど気になりました。加速器メーカーの現状もなかなかに厳しいことも知れたので良かったです。				0		0		1		0		0		0		0		0

				19		大阪産業大学		21		学生						3								1		理工系						1		1								2				2				1				とてもわかりやすく想像しやすかった｡		加速器の歴史など		放射線が何に使われているのか				0		1		1		0		1		0		1		0

				20		大阪産業大学		20		学生						3								1		環境理工学科						1		1								4				2				2												1		1		0		0		0		0		0		0

				21		大阪産業大学		22		学生						4								1								2		1								4				3				2												0		1		0		0		0		0		0		0

				22		大阪産業大学		20		学生						3								1								1		1								4				3				2												0		0		0		0		1		0		0		0

				23		大阪産業大学		23		学生						3								1		環境理工学科						2		1								2				3				2												0		1		0		0		0		0		0		0

				24		大阪産業大学		21		学生						3								1								1		1								3				2				2						日本では原子力に関する研究やエネルギーを使った研究が多く行われていること。		放射線の医療技術				0		1		0		0		0		0		0		0

				25		大阪産業大学		22		学生						3								1		環境理工学科						1		1								4				2				2				内容は難しかったと思います。		放射線の応用について学びました。						0		1		0		0		0		0		0		0

				26		大阪産業大学		23		学生						3								1								1		1								3				2				2												1		1		1		1		1		0		0		0

				27		大阪産業大学		22		学生						3								1								1		1								1				2				1				分かりやすかったです。		これまでと今後の放射線利用の違い						0		0		0		0		1		1		0		0

				28		大阪産業大学		22		学生						3								1								1		1								2				2				2												0		1		1		0		1		1		0		0

				29		大阪産業大学		21		学生						3								1		環境理工学科						2		1								2				2				1												1		1		0		1		0		0		1		0

				30		大阪産業大学		21		学生						3																1						1				3				3				4												1		0		0		0		0		0		0		0

				31		大阪産業大学		21		学生						3								1								1		1								3				2				2				資料を使ってのわかりやすい授業で分かりやすかった。		放射性廃棄物についての活用方法や加速器の運用資産、利用分野などについて。		加速器の医療分野の活用。				0		0		0		0		1		0		0		0

				32		大阪産業大学		20		学生						3								1								1		1								3				2				2				全体的に難解な部分が多かった								0		0		0		0		0		0		1		0

				33		大阪産業大学		21		学生						3								1		理工系						1		1								3				3				2												0		1		0		0		0		0		0		0

				34		大阪産業大学		21		学生						3								1								2		1								4				2				2				テンポの良い説明だった		納車線利用の今後について、またこれまでの利用を知ることが出来た。		原子力実験について				0		1		1		0		0		0		0		0

				35		大阪産業大学		20		学生						3								1								1		1								3				3				2				多くの資料を用いてわかりやすく説明されていた		放射線が様々な分野に応用され社会の役な立ってあることがわかった		放射線の危険性だけでなく、どのように処理されるのかそのための方法など多くのことを学ぶことができた				1		0		0		0		0		0		0		0

				36		大阪産業大学		23		学生						5								1								3		1								2				2				1												1		0		1		0		0		0		0		0

				37		大阪産業大学		21		学生						3								1								1		1								3				1				1				感想としては、パワーポイントに関してもとても見やすく有意地な時間を過ごさせてもらいました。ありがとうございます。		このセミナーで学んだ事は、自分が知らない所で様々な臨床実験が行われていることを学びました。		がん治療について		今回は貴重なお時間を使いセミナーを開いてい頂きありがとうございました。		1		0		0		0		0		1		0		0

				38		大阪産業大学		22		学生						3								1		理工系						1		1								3				3				2												1		1		0		0		1		0		0		0

				39		大阪産業大学		21		学生						3								1								1		1								4				2				2				説明の速度が早く理解が追いつかなかった。		放射線による物質の扱いの違い。		日本における放射線発生装置の使用量の推移				0		0		0		0		0		0		1		0

				40		大阪産業大学		21		学生						4								1		スポーツ健康						1		1								1				3				2				初めに、原子力の材料からいっていて、初めての方もわかりやすかったと思う。講義も専門的ではあったが、重要性など色々詳しく説明していた。講義もわかりやすくて良かったと思います。		まず、原子力の材料の重要性を学び、自分はスポーツを専門と勉強としていたが、分かりやすくて良かったと思う。そして材料の種類などまずは初心者の内容といった感じで分かりやすかった。そこから専門的な話にはなっていったが、タイタニック号の例などを交え、非常にわかりやすい講義となりました。		タイタニック号などの例などで具体的なイメージを掴むことができたのは非常に良かったと思います。その他では初めに初心者にもわかりやすいよう材料などからいっていて良かったと思います。		特になし		0		0		0		1		1		0		0		0

				41		大阪産業大学		21		学生						3								1		環境理工学科						1		1								2				2				2				画像や数字で示されていたり、詳しい説明がなされていたりと、とても分かりやすく聞きやすい講義でした。		放射線や原子力という言葉はよく耳にしますが、それらの詳しい種類やそれらを扱っている場所、廃棄にかかわっている場所などを初めて知りました。		講義3.今後の放射線利用のこれまでの利用とこれからの利用という題目が興味深かったです。				0		1		0		0		1		0		0		0

				42		大阪産業大学		22		学生						4								1		環境理工学科						1		1								3				2				2				情報量が多くついていけない部分もありましたが図が見やすくわかりやすい部分も多かった。		原子力の技術や先進的な利用と進歩について知ることができた。		今後の放射線利用でがんの治療などでの放射線利用について関心があった。				0		1		1		1		0		0		1		0

				43		大阪産業大学		19		学生						1								1		環境理工学科						1		1								3				3				2				理解はしたが少し難しかった。		放射線などの仕組みについて						0		0		0		0		1		1		0		0

				44		大阪産業大学		21		学生						4								1		環境理工学科						1		1								3				2				1				少し後半のスピードが早く理解できない部分がありましたが、説明してくださっている場所もわかりやすく聞きやすかったです		放射性廃棄物の発生量を減らすには、少ないウラン燃料で出来るだけは多くのエネルギーを発生させたり・固体燃料を封入したり・高出力密度にするなどが重要になってくることや従来のものより安全で廃棄物の少ない原子炉 フリードバーン高速炉なとがあることを知りました。		原子炉はエネルギー獲得のためにはなくてはならないものですが、ニュースなどの影響で放射性廃棄物の量が多く安全性が低いものだと思っていました。ですが、今日の講義でフリードバーン高速炉の存在を知り原子炉や放射線技術に対する興味を持ちました。		特になしです、ありがとうございました。		1		1		0		0		0		0		0		0

				45		東京工業大学		22		学生						3								1		機械系						1								留学を考えている大学で学ぶ科目だから。		3				3				2				4種類の講義を聞くことができて良かった。		原子力発電の仕組み、国際的な取り組み、放射線利用について。		原子力発電が生まれるまでの歴史を知らなかったので、元々は潜水艦のためであったことに驚いた。放射線治療に関心があった。				1		1		1		1		1		1		1		0

				46		福島工業高等専門学校		19		学生				4										1		機械						1								インターンシップの実習先で同テーマだった学生に勧められて		3				3				1				自分は原子力専攻ではないため、最初は話についていけるか心配であったが、図やグラフなどの説明がメインだったため、イメージがし易く、自分の持っている最低限の知識と混ぜて講義を聴き、自分の興味の湧く講義内容が多数あったため意欲的に講義に臨むことができた。		　日本や海外がどのような世界を目指して、それに適応できる原子炉を開発しているのか、また革新炉の構造やメリットデメリットを学ぶことができた。　原子炉に使われる材料の特性や種類、材料の試験に関しては今現在自分が学校で習っている内容に通ずるものがあり、こういったものに役立てるのだという実感が湧いた。　放射線が身近な物・技術に利用されているということを再認識したと共に、もっとそのことを沢山の人に伝えたいと思った。　1Fの廃炉や除染作業でどんなことが行われているのか、自分の知らない分野にわたって研究・開発・改良が進められているということを知れた。		革新炉の説明、中性子照射による材料特性の変化				0		0		1		0		0		0		0		0

				47		東京工業大学		21		学生						3								1		理工系						1				1						3				3				2												0		1		0		0		1		0		1		0

				48		山梨大学		22		学生						4								1		機械工学科						1		1								3				2				1												0		0		1		1		0		0		0		0

				49		山梨大学		23		学生								2						1								3		1								3				3				2				基礎的な部分から研究分野まで包括的に知識を得ることができた。		今までは原子力発電所の知識しかなかったが、加速器等の発電以外の知識を得られることができた。		1つめの公演の新型炉について話していたことが印象に残った				1		0		1		0		1		0		1		0

				50		山梨大学		25		学生								2						1		理工系						4		1								3				2				2				オンライン化が進んでいたおかげでスムーズな聴講ができた。進め方に関してもしっかりと時間通りに進められていてよかったと思います。		原子力にまつわる歴史を学ぶことができた。また，医療分野では放射線利用が進む中，エネルギー面では震災の影響もあり，経済市場やその普及が縮小しており，難しい現状があることを学んだ．		今後の放射線利用についての題目です．		毎回貴重な講演をありがとうございます．様々な人の話を聞けて大変貴重な機会を得ることができています．		1		0		1		0		0		0		0		0

				51		近畿大学		24		学生						4								1		理工系						1		1								3				3				2				配布資料などの案内もあり、親切だと感じた。		炉心からはじまり、原子力材料の劣化などから放射線が医療にどう使われているのか、また除染に関する具体的な措置などを知ることができた。		原子力技術に関して、現在のものから次世代のものまで炉心について詳しく説明があったことがありがたかった。				1		0		1		1		1		0		1		0

				52		千葉大学		21		学生						4								1		電気電子工学						1								知り合いに勧められて		3				2				2				1コマの時間がちょうどよい。		原子力の新技術の実用化に向けて、どんなことが課題で、どう考察すればよいか見るべきポイントがわかった。		材料についてです。セラミックスでも30cmくらいであれば加工されている例は多々あるがm級になってくると厳しく、原子力で使うのは厳しいこと。1コマ目の新技術も聞いていて楽しかったです。		実用化となると、科学的な正しさより必要なことというのがあるように思います。国民に理解が得られるように、こういった周知の活動も研究活動にとって大事だと、原子力において特に思います。		0		0		1		0		1		0		0		0

				53		東京工業大学		20		学生						2								1		理工系						1				1						3				3				2												1		1		0		0		1		0		0		0

				54		大阪産業大学		19		学生						1								1		理工系						1		1								4				3				2						原子力での材料の種類、特性、重要性がを知った						0		0		0		0		1		0		0		0

				55		東京工業大学		29		学生										1				1								1				1						3				2				2				原子力に関連する研究の基礎的知識や更なる研究課題など、幅広く知れてよかったです。								0		1		0		1		1		0		0		0

				56		東京都市大学		23		学生						4								1								1		1								3				2				2				原子力分野の最先端の研究をしている先生方の講義は大変有意義であり、多くの内容について興味を持てた。資料の配布が前日分かっていたら、プリントアウト等を事前にでき、より講義が受けやすいと思った。		原子力の内容は独立しているものであると考えていたが、無機材料など化学系の分野にも深く関係している学問であると感じられた。		原子力材料の基礎と開発				1		0		0		0		1		0		0		0

				57		岸和田高校		17		学生		2														学科、専攻未定						1								進路検討およびSSH課題研究（国際系）の為に視聴		3				2				1				テーマが多岐にわたっており、原子力全般を網羅していると感じた。一番最初の小原徹先生のプレゼンテーションに、特に感銘を受けた。色んなテーマを聞くことにより、自分自身の関心分野がはっきりしたので感謝している。		福島第一原発に見学に行った際、最終処分の方法についてはまだ指針が定まっていないと聞いていたが、竹下健二先生のお話を聞いてセシウムの分離という具体的な処理方法に関する研究を知り、一歩ずつ問題解決に向けて前進していると感じた。		小原徹先生の「職員がマニュアルを守らないと安全に運用出来ないような原子炉ではいけない」という言葉を聞き、今の科学者が原子力に携わる上で安全面にどれだけ考慮しているかよくわかった。		私は将来原子力関係の職に就きたいと考えているのですが、どこの大学に行けば学べるか分からないので教えていただきたいです。特に関心があるのは、「汚染土の処分」と「第４世代原子炉」です。		0		1		0		1		1		0		1		0

				58		八戸工業大学		22		学生						4								1								1		1								3				1				2				電気電子工学科でも原子力のことについて初歩的なとこから説明していただき分かりやすかった。		安全性を確保して原子力の分野を応用すればエネルギー供給の長期的な確保につながること。		原子力発電に興味があり、先進的原子炉、原子力利用の題目で原子炉の基本的な構造から説明していただき分かりやすかったです。				1		1		0		0		1		0		0		0

				59		大阪産業大学		21		学生						3																1		1								3				3				2				パワーポイント等丁寧に使用されていて全体的に分かりやすかった。		量子ビームや加速装置の定義や現状の使用状況。		申請に手間がかからず気がるのにオンラインで受講できたこと				1		0		0		0		0		0		0		0

				60		明石高専		64		一般（教職員も含む）																				1		1				1						2				2				1				基礎的なことも丁寧に説明して頂き分かり易かった。		革新的原子力システムの現状や原子力材料の基礎さらには放射線利用や福島の除染の話等多岐にわたる情報が入手できました。		革新的原子力システムの現状が理解出来て良かったです。		エネルギー安全保障の観点から燃料サイクルを含む原子力は必要な技術だと思いますのでこのような底辺を広げる活動の継続をお願いします。		0		1		0		0		1		0		1		0

						平均値/合計 ヘイキンチゴウケイ		23.4		0.00		1		1		49		5		1		10		44				2		1		1.22		46		6		4		4		2.77				2.32				1.83												25		29		18		11		30		8		14		2		137

								合計		1																										理解度 リカイド

																								参加回数 サンカカイスウ																非原子力専攻 ヒゲンシリキセンコウ		原子力専攻 ゲンシリョクセンコウ		全体 ゼンタイ		基礎/実務 キソジツム				有益性 ユウエキセイ												①原子力に関する基礎科学 ゲンシリョクカンキソカガク		②原子力利用と環境問題 ゲンシリョクリヨウカンキョウモンダイ		③技術の高度化と新技術開発 ギジュツコウドカシンギジュツカイハツ		④安全性並びに原子炉事故と危機管理 アンゼンセイナラゲンシロジコキキカンリ		⑤再生可能エネルギーとエネルギー問題 サイセイカノウモンダイ		⑥放射線 ホウシャセン		⑦原子力に関する国際問題 ゲンシリョクカンコクサイモンダイ		⑧その他 ホカ

																								1回目 カイメ						51						全て理解しやすかった スベ				2		2		4		初歩的		4		非常に役に立った		12								原子力専攻 ゲンシリョクセンコウ		5		6		3		2		7		1		3		2		29

																								2回目 カイメ						6						大体理解できた				8		5		13		基礎的		33		有益であった		47								非原子力専攻 ヒゲンシリョクセンコウ		20		23		15		9		23		7		11		0		108

						学部 ガクブ		49								原子力 ゲンシリョク		12		20%				3回目 カイメ						2						一部の題目が難しかった				31		5		36		実務的		23		あまり有益でなかった		0								合計 ゴウケイ		25		29		18		11		30		8		14		2		137

						大学院 ダイガクイン		6								非原子力 ヒゲンシリョク		45		75%				4回目以上 カイメイジョウ						1						全て難しかった スベ				7		0		7		その他 ホカ		0		その他 タ		1

						高専 コウセン		1								未定 ミテイ		1		2%				未記入 ミキニュウ												合計 ゴウケイケイ				48		12		60		計 ケイ		60		計 ケイ		60

						高校 コウコウ		1																計 ケイ						60

						一般 イッパン		3								未記入 ミキニュウ		2		3%

						未記入 ミキニュウ

						計 ケイ		60								計 ケイ		60
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全て理解しやすかった

大体理解できた

一部の題目が難しかった

全て難しかった



		

				声が聞き取りにくい時があった

				一部拠点のセッティングで戸惑ったのが不満

				有意義であった。スムーズに進んだ。

				スライドを表示する画面があるのに、カメラでスライドを写す必要性が謎

				有意義であったが、講義内容が被っていて、少し残念だった。

				放射線の性質や利用、不正利用への対策など、原子力について多角的に学んだのは初めてだったので、非常にためになった。

				前半の講義は殆ど同じ内容だったため聞きづらかった。

				原子力の全体の仕組みが分からなかったので専門家からしたらだいぶかみくだいた説明だったと思うが、知識が無い者からしたらわかりやすかったと思う。グダグダ感が無くなればスムーズに講義できたかなと思う。

				とても分かり易かったです。

				プロジェクタの小さい文字が見えない所がありました。

				特にありません

				とても良かったと思う

				他拠点がミュートされていないということが度々あったので、システム利用法をしっかり確認してほしいと思った。その他については、良かったと思うが、棒で指すということではなく、手書きペンを使った方が、本来の形ではと思った。

				時間配分など良かったと思います。

				伝え方が平易で良かったです。

				とてもわかりやすく説明をされていた。

				初心者にも分かりやすく良いと思う。

				このような機会はなかなか無いので良かった。

				分かりやすく大変良かった。

				ユニークなテーマを希望したい。

				講義内容は非常に面白く分かり易かった。

				各大学から中継で質問などが聞けてとても面白いと思った。

				設定時間にあったスライド量にまとめた方が、良いと思いました。原子炉についてわかりやすく説明してくれたので、理解しやすかった。

				他大学の先生の講義を受けられて良かった。今まで受けてきたものと大して違いはなかった。（内容では無くて）

				内容が多かった。

				全国合同という点では、面白いと思いますが、まだ課題はたくさんあると思います。ただ、専門用語等もよく出て来ていたので、原子力に関係ない人を対象にしているのか疑問でした。

				講師用カメラでは、発表資料に加えて全体に講師を写すべきと感じた。全国の各拠点に映像を配信しているが、同期性が高くストレス無く講義を聞くことが出来た。

				講師をとらえるカメラは発表資料では無く、発表している方の姿をとらえるべきだと感じます。発表資料は別の画面で見易く表示されているので、発表資料を改めて撮る必要は無いと思います。

				良くまとまった内容で、とても分かりやすく聞きやすかった。

				同世代やそれ以外の世代の人で、他の大学にいる学生の質問とか聞けて刺激になった。東京工業大学の偉い先生の話が聞けて有意義だった。画面が小さいのと、始まる前に手間取っていたのが無ければもっと良かった。

				全国で各大学の学生と同時に同じ内容の講義を受けられたことは新鮮でした。マイクに入る雑音の多さだけ少し気になりました。

				初めのカメラの調整が上手くいっていなかったため、改善が必要かと思った。講義内容は非常に興味深いものであった。

				最初が少し遅れたが特に問題なかったと思います。

				このような形式の講義は初めてでしたが、スライドがこちらでも表示されていた（TVではなくスクリーンにという意味です）音声も非常に明確でストレスなく聴かせて頂きました。講義時間も60分と長すぎず集中できる時間配分でありがたかったです。

				とても分かり易かった。また例など出してくれたので、分かり易かった。

				事前にテストして開始をスムースにすると良い。

				プロジェクターに写したスライドにもどこを指して話しているかを分かるようにしてほしい。

				最初の方がぐだぐだしていた。２講目からはスムーズで良かった。

				TVでの中継講義は初めてだったので新鮮でおもしろかったです。講義内容も様々な先生の講義を受講できて、とても勉強になりました。大学の中継がうまく行かなかったこともあったようですが、音声もはっきりしていて聞きやすかったと思います。

				TVセミナーを初めて受講しましたが、聞き易かったです。また、他大学の同世代の質問を聞けるのは良い刺激になりました。

		何を学んだか ナニマナ

				福島事故は、私たち人間の油断によって引き起こされたと改めて認識しました。技術者として、妥協せず、リスク評価、安全対策を行っていくことが大事だと学びました。

				安全設計の評価重要性

				原子力の安全性について学んだ。また安全設計と評価の大事さを感じた。

				原発の現状について専門的な目で見れて良かった。

				今まで放射性物質を自分たちが利用する際に気を付けるという考えはあっても、利用させないようにするという発想がなかったため、新鮮な気持ちで学ぶことが出来た。

				原子力発電所の安全性、課題。

				安全設計と安全評価について例などがあり、全体的な仕組みなどが分かった。

				原発の基本的な概念を知ることが出来た。

				原発再稼働に向かう大変さを学びました。

				安全設計と安全評価が勉強になりました。

				安全とセキュリティーについて包括的に考え方を整理して学ぶことが出来た。

				具体的にどのように核セキュリティを向上させるか？

				講義５が一番良かったと思う。東電に近い立場からのお話で、規制うんぬんではなく、教訓を多様に示して頂けて視野が広がった。

				自分は原子核工学専攻で約1年原子力の勉強をしてきたが、安全、セキュリティの良い復習をした。

				基礎部分について学べる機会は専門外の学生には、大変貴重なので、大変参考になりました。

				安全を知るのは非常に大事で、点検はおこたってはいけないという事。

				自分が知らない昔の原子力発電所の事故の原因などを詳しく知ることができた。

				チェルノブイリの事故やスリーマイルの事後の概要を詳しく聞くことができた。

				核セキュリティについての話題は初めてで聞けて良かった。

				事故後の対応はとても危険で困難なものであり、大変なものであったため、このような事故が再び起こらない原子炉設計をしてもらいたい。

				チェルノブイリ、スリーマイル島、福島事故原因について比較しながら学べた。

				過酷事故の概要と教訓、安全設計について。

				今まであった原子炉の事故の経緯について詳しく説明してもらって良かった。チェルノブイリについては、核兵器の製造が目的で事故が起きてしまったことは、悲しい。また、技術者と運転員の認識の違いはあってはならないと思った。

				過酷事故の現象。

				原発に対する安全対策において、講義のときよりもより深く内容を学ぶことが出来た。

				日本においては、核テロなどの事案が発生していないので、身近な内容ではないと思っていたが、海外では年々、頻発しており、身近な話題であると感じた。安全のための取組にでる「外部の壁」を厚くすること以外にも被覆管の材料など、「内部の壁」を厚くすることも考えられていることを知り、常に新しい知見を取り入れる姿勢を学んだ。

				安全神話として安全性が強調されてきた理由が分かった。マスコミの圧力はすさまじいと感じ、技術的に限界であるのに、それを差し置いて安全ばかり強調せざるを得なかった風土に恐怖を感じた。

				安全設計の考え方について良く分かった。

				安全に原子炉を機能させるために多重構造と独立性が大切だと知った。格納容器など、授業で扱った内容を掘り下げていて、勉強になった。

				原子力施設のセキュリティについて、大学の授業で学んだことの再認識、授業で扱われなかった更に細部の内容。

				原子炉にも色々な考え方があるが、安全性を考えるときはやはり、深層防護が必要不可欠であると改めて理解した。

				原子炉は、それを設置する土地の環境を考慮して設計しなければならない。日本においては、女川原発のような耐震性を備える必要があることが分かった。

				フィルターベントについて関心を持ちました。

				私は講義としてのみ受講させて頂きましたが、主に施設の設計における深層防護についての理解が深まりました。起きてはいけない事故ですが、起こり得る要因は多く、幅広く、安全評価も多岐に渡っていて、それでも確実かは分からないということで、自然を相手にしたギリギリのせめぎ合いなのだと改めて感じました。

				原子炉の安全性などについて学んだ。

				重大事故に対する対策。安全系について。設計においてある程度以上の事故に対しては、機械で制御（設計外）するのではなく、人の手によって制御されるということ。

				安全システムについて

				多重障壁、深層防護の考え方。アメリカは安全基準が高い。

				日本は、少しリスクがあっても、それを言いづらい気質があるため安全神話がつくられてしまったということを知りました。

				原子力発電所の基本的な設計の手順、安全評価、事故時の対応対策

		良かったこと ヨ

				東工大竹下先生　福島第一原子力発電所事故の除染について。現在除染に関した研究が大変盛んで、私の大学でも大きなテーマです。除染の手続きについて分かりやすく説明頂き、さらに理解が深まりました。 トウコウダイタケシタセンセイフクシマダイイチゲンシリョクハツデンショジコジョセンゲンザイジョセンカンケンキュウタイヘンサカワタシダイガクオオジョセンテツヅワセツメイイタダリカイフカ

				核セキュリティ カク

				核テロ対策 カクタイサク

				核セキュリティの基礎・核テロ対策 カクキソカクタイサク

				様々な話が聞けた。核テロ対策は、興味深かった。 サマザマハナシキカクタイサクキョウミブカ

				核テロなど放射化学で学ばないテーマ カクホウシャカガクマナ

				福島第一原子力発電所事故と他の事故との比較 フクシマダイイチゲンシリョクハツデンショジコタジコヒカク

				核セキュリティの基礎・核テロ対策。 カクキソカクタイサク

				安全設計や安全評価 アンゼンセッケイアンゼンヒョウカ

				原子力施設の安全確保と基本的な考え方。 ゲンシリョクシセツアンゼンカクホキホンテキカンガカタ

				原子力発電所事故後の除染について ゲンシリョクハツデンショジコゴジョセン

				安全設計 アンゼンセッケイ

				福島第一原発の事故後の除染について フクシマダイイチゲンパツジコゴジョセン

				核セキュリティと除染 カクジョセン

				核セキュリティ カク

				初日の講義順は体系だっていて良かったと思う。頭に入ってきやすかった。 ショニチコウギジュンタイケイヨオモアタマハイ

				除染についてあまり知識が無かったので、概要を知れて良かった。 ジョセンチシキナガイヨウシヨ

				事故関連、セキュリティなど ジコカンレン

				原子力発電所事故の概要 ゲンシリョクハツデンショジコガイヨウ

				自分が知らないことを聞くことができて良かった。 ジブンシキヨ

				事故の概要。 ジコガイヨウ

				過酷事故について、簡潔に説明してくれ、分かり易かった。 カコクジコカンケツセツメイワヤス

				講義―4。過酷事故の概要を知ることが出来有益でした。 コウギカコクジコガイヨウシデキユウエキ

				福島第一原子力発電所事故の除染について。 フクシマダイイチゲンシリョクハツデンショジコジョセン

				原発事故の原因の説明が分かり易かった。 ゲンパツジコゲンインセツメイワヤス

				福島の事故。 フクシマジコ

				核セキュリティの内容でP20の信頼性確認制度の導入について、日本の証認（確認制度？）を確かにしてほしいと思った。 カクナイヨウシンライセイカクニンセイドドウニュウニホンショウシノブカクニンセイドタシオモ

				原子力事故 ゲンシリョクジコ

				チェルノブイリ原発の仕組みと事故 ゲンハツシクジコ

				「核セキュリティの基礎、核テロ対策」核セキュリティという言葉は、耳慣れず、興味を持って聞くことができた。 カクキソカクタイサクカクコトバミミナキョウミモキ

				「安全設計・安全評価の基礎」こんな機能があるから安全だという内容ではなく、今の技術では、ここまでの安全しか保障できないという覚悟を持った内容が欲しかった。 アンゼンセッケイアンゼンヒョウカキソキノウアンゼンナイヨウイマギジュツアンゼンホショウカクゴモナイヨウホ

				炉心溶融のメカニズム ロシンヨウユウ

				国の風土として「安全です」と押していかなくちゃいけないこと。安全神話が払拭されて欲しいと思いました。 クニフウドアンゼンオアンゼンシンワフッショクホオモ

				福島第一原子力発電所の事故について フクシマダイイチゲンシリョクハツデンショジコ

				安全設計 アンゼンセッケイ

				福島の原発事故に対する見解に一番興味がありました。やはり、事故の安全評価が甘かったのだという風に思います。今後は、今回得た電源の位置や津波対策など具体的な教訓を活かしていって欲しいと思います。 フクシマゲンパツジコタイケンカイイチバンキョウミジコアンゼンヒョウカアマフウオモコンゴコンカイエデンゲンイチツナミタイサクグタイテキキョウクンイホオモ

				原子炉の安全性 ゲンシロアンゼンセイ

				実際の原子炉の事故と関連した安全系の話。 ジッサイゲンシロジコカンレンアンゼンケイハナシ

				2講目の講義 コウメコウギ

				福島の原発事故について フクシマゲンパツジコ

				原子力発電所の安全評価 ゲンシリョクハツデンショアンゼンヒョウカ

		原子力について ゲンシリョク

				原発がなくなったので、日本の今後のエネルギーについて気になります。

				もうちょい知識を付けないと意見する立場にないと思う。

				特になし。

				一般に広く理解して行きたい内容として、変化の真っ最中である規制の方の話の具体的なところを上げると良いのではないかと思う。

				コンセンサスのために情報公開。このような講座を含めた機会が数多くあると良い方向に進むのではないかと思います。

				今後、原子力のエネルギーは必要になってくると思うので、国内で、原子力＝危険という認識を払拭できるよう安全性を認知できるようにしてもらいたいと思う。またはしたい。そのために、今回のセミナーで教育が大事だということで若い世代だけでなく、広い世代の人々に原子炉の安全を知ってもらうべきだと思った。もっと一般の人にも来てもらえるように宣伝すべきだと思います。

				もっと、世間に、原子力に対してこれだけの安全対策を取っているということを紹介すべきだと思います。

				未来のエネルギーは再生可能エネルギーだと強調される昨今だが、原子力にも良い点がたくさんあることをもっと周知し、再生可能エネルギーと原子力は互いに折衷できると良いと思う。

				人類にとって、原子力は必要なエネルギーだと思っています。

				原子力エネルギーは将来必ず必要となるものであると思っているので、より安全な原子炉の設計をしてほしい。

				原子力は貴重なエネルギー源であり、エネルギー資源を海外から輸入して

				いずれはリスクの高い原子力から風力や水力など新エネルギーへ行こうして行けたら良いと思います。今は、原子力のリスクの低減や新エネルギーの実用性を高めることも関心がありますが、実際問題として国民や国に損害が少なく移行するとしたときに最良のタイミングやバランスを評価することに関心があります。経済学や国際情勢なども学び、もしくはその方面の方々と手を組んで研究して行くことも大切ではないかと思います。

				原子力を含め、化石燃料以外のエネルギーをどんどん実用化していかなくてはならないと思う。

				西村先生のおっしゃていた様に、安全を評価することが難しく、また、メディア報道によって誤解が多いため、常日頃からどうのように教育していくかが重要であると思いました。また、教育をどのように多くの人にできるかが大きな課題であるように感じました。
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Sheet1

		

		H22-H27原子力基礎教育シリーズ・セミナー参加者数のまとめ ゲンシリョクキソキョウイクサンカシャスウ

																																												3/3/16

				Phase１		H22		H23										H24										Phase２		H25				H26								H27

				参加拠点		1回		2回		3回		4回		5回		6回		7回		8回		9回		10回				参加拠点		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		5回 カイ		6回 カイ		7回 カイ		8回 カイ		9回 カイ

				開催日 カイサイビ		2/28
-3/1		8/9
-10		8/31
-9/1		11/9
-10		1/25
-26		3/1
-2		9/25
-26		9/27
-28		2/18
-19		2/27
-28				開催日 カイサイビ		2/13
-14		3/4
-5		7/15
-16		9/2		11/20		1/6		8/6		9/25		12/22

				北海道大学		8		50		13		12		63		6		8		7		0		6				北海道大学		31		1		9		2		7		1		11		4		6

				八戸工業大学		36		15		38		12		26		5		6		56		17		13				八戸工業大学		3		5		9		3		1		0		30		100		4

				茨城大学		19		14		9		10		6		9		34		7		7		9				茨城大学		4		8		2		15		10		8		18		7		29

				東京工業大学		17		32		26		13		9		11		14		26		7		23				東京工業大学		12		3		10		12		4		4		7		11		7

				金沢大学		2		1		2		13		13		7		8		6		9		7				金沢大学		14		6		9		9		8		15		4		0		0

				福井大学		40		17		9		7		6		6		11		8		17		20				福井大学		11		12		19		17		18		28		23		10		12

				大阪大学		9		7		8		3		1		22		10		10		8		9				大阪大学		0		0		3		6		3		7		15		1		2

				岡山大学		18		9		9		37		9		8		15		15		4		9				岡山大学		7		1		6		2		28		4		0		2		1

				参加者数		149		145		114		107		133		74		106		135		69		96				小計 ショウケイ		82		36		67		66		79		67		108		135		61

																				TVセミナー総参加者延べ数 ソウサンカシャノスウ		1,128						長岡技術科学大学 ナガオカギジュツカガクダイガク		3		2		23		7		5		0		8		8		3

				全国大会 ゼンコクタイカイ		40						29																山梨大学 ヤマナシダイガク		12		8		12		6		7		10		17		12		18

				海外出前講義 カイガイデマエコウギ		65		48		48		57						45		80		43						湘南工科大学 ショウナンコウカダイガク		10		4		9		6		14		10		14		13		16

																												名古屋大学 ナゴヤダイガク		3		10		12		3		9		2		4		0		8

																												京都大学 キョウトダイガク		3		1		5		4		2		0		2		3		1

																												九州大学 キュウシュウダイガク		18		5		15		10		5		2		10		12		6

																												小計 ショウケイ		49		30		76		36		42		24		55		48		52

																												合計 ゴウケイ		131		66		143		102		121		91		163		183		113

																												全国大会 ゼンコクタイカイ						13

																																												H25-27 TVセミナー参加者延べ総数		1,113

																																												H22-27 TVセミナー総参加者延べ総数 ノソウ		2,241

																																												H22-27 全国大会参加者延べ総数 ゼンコクタイカイサンカシャノソウスウ		82

																																										合計 ゴウケイ		2,323
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Sheet3

		これまでのＴＶセミナーの参加者数状況 サンカシャスウジョウキョウ

		国内向けＴＶセミナー参加者延べ人数 コクナイムサンカシャノニンズウ																																										4/10/22 14:42

				1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		13		14		15		16		17		18		19		20		21		22		23		24		25		26		27		28		29

				Phase 1																				Phase 2																		Phase 3										Phase 4										大学名 ダイガクメイ

				平成22
(2010)年度 ヘイセイネンド		平成23(2011)年度 ヘイセイネンド										平成24(2012)年度 ヘイセイネンド								平成25(2013)年度 ヘイセイネンド				平成26(2014)年度 ヘイセイネンド								平成27(2015)年度 ヘイセイネンド						平成28
(2016)年度 ヘイセイネンド		平成29(2017)年度 ヘイセイネンド				平成30(2018)年度 ヘイセイネンド				令和元(2019)年度 レイワガンネンドド		令和2
(2020)年度 レイワネンド				令和3 
(2021)年度 レイワネンド

				1回		2回		3回		4回		5回		6回		7回		8回		9回		10回		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		5回 カイ		6回 カイ		7回 カイ		8回 カイ		9回 カイ		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		5回 カイ		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		5回 カイ

		開催日 カイサイビ		2/28-3/1		8/9-8/10		8/31-9/1		11/9-11/10		1/25-26		3/1-3/2		9/25-26		9/27-28		2/18-19		2/27-28		2/13-14		3/4		7/15-16		9/2		11/20		1/6		8/6		9/25		12/22		2/17-20		9/27		1/10		9/26		1/10		1/9		9/30
録画視聴11月 ロクガシチョウガツ		1/15
録画視聴  月 ロクガシチョウガツ		9/27		12/16

		北海道大学		8		50		13		12		63		6		8		7				6		31		1		9		2		7		1		11		4		6		3				1		7				4								10		北海道大学

		八戸工業大学		36		15		38		12		26		5		6		56		17		13		3		5		9		3		1				30		100		4		5		10		3						2		55		1		3				八戸工業大学

		茨城大学		19		14		9		10		6		9		34		7		7		9		4		8		2		15		10		8		18		7		29				3		9		3		6												茨城大学

		東京工業大学		17		32		26		13		9		11		14		26		7		23		12		3		10		12		4		4		7		11		7		5		15		7		12		8		5		3				10		2		東京工業大学

		金沢大学		2		1		2		13		13		7		8		6		9		7		14		6		9		9		8		15		4								2		6		1		4				5		3						金沢大学

		福井大学		40		17		9		7		6		6		11		8		17		20		11		12		19		17		18		28		23		10		12		4		3				2		6				1		1		4		1		福井大学

		大阪大学		9		7		8		3		1		22		10		10		8		9						3		6		3		7		15		1		2		5		8		2		12		17		7						1				大阪大学

		岡山大学		18		9		9		37		9		8		15		15		4		9		7		1		6		2		28		4				2		1										7												岡山大学

		長岡技術科学大学 ナガオカギジュツカガクダイガク																						3		2		23		7		5				8		8		3						3		6		1				5		11		3		1		長岡技術科学大学 ナガオカギジュツカガクダイガク

		山梨大学 ヤマナシダイガク																						12		8		12		6		7		10		17		12		18		27		15		18		11		14		19		12				4		4		山梨大学 ヤマナシダイガク

		湘南工科大学 ショウナンコウカダイガク																						10		4		9		6		14		10		14		13		16		16		10		2																湘南工科大学 ショウナンコウカダイガク

		名古屋大学 ナゴヤダイガク																						3		10		12		3		9		2		4				8		11		5		10		9		2		6										名古屋大学 ナゴヤダイガク

		京都大学 キョウトダイガク																						3		1		5		4		2				2		3		1		2				2		4		2				5		1						京都大学 キョウトダイガク

		九州大学 キュウシュウダイガク																						18		5		15		10		5		2		10		12		6		6		5		10		6		12				14				2		1		九州大学 キュウシュウダイガク

		東京都市大学 トウキョウトシダイガク																																								8		1						1						1		1				東京都市大学 トウキョウトシダイガク

																																																				2		8		6		43		13		大阪産業大学 オオサカサンギョウダイガク

																																																				9		4		1		3		5		近畿大学 キンキダイガク

																																																												1		早稲田大学 ワセダダイガク

		日本原子力研究開発機構他一般 ニホンゲンシリョクケンキュウカイハツキコウホカイッパン																																												6								42		22		12		8		日本原子力研究開発機構他一般 ニホンゲンシリョクケンキュウカイハツキコウホカイッパン

		合計 ゴウケイ		149		145		114		107		133		74		106		135		69		96		131		66		143		102		121		91		163		183		113		92		77		79		73		80		54		154		47		86		46

		参加拠点数 サンカキョテンスウ		8		8		8		8		8		8		8		8		7		8		13		13		14		14		14		11		13		12		13		11		10		12		11		11		8		11		8		11		10

		拠点以外の参加 キョテンイガイサンカ																						東京都市大 トウキョウトシダイ		東京都市大 トウキョウトシダイ		東京理科大 トウキョウリカダイ		東海大 トウカイダイ		東海大 トウカイダイ				東海大 トウカイダイ		東海大 トウカイダイ						近畿大 キンキダイ		近畿大 キンキダイ		近畿大 キンキダイ		近畿大 キンキダイ				金沢星稜大 カナザワセイリョウ		福島県立医大 フクシマケンリツイダイ		千葉大学 チバダイガク		熊本大 クマモトダイ

																								早稲田大 ワセダダイ		早稲田大 ワセダダイ				近畿大 キンキダイ		近畿大 キンキダイ		近畿大 キンキダイ		近畿大 キンキダイ		近畿大 キンキダイ				近畿大 キンキダイ		早稲田大 ワセダダイ		放送大 ホウソウダイ		早稲田大 ワセダダイ		大阪産業大学 オオサカサンギョウダイガク				埼玉大 サイタマダイ		豊橋技術科学大 トヨハシギジュツカガクダイ		東大 トウダイ		星槎大 セイサダイ

																														東京理科大 トウキョウリカダイ		東京大学 トウキョウダイガク				国士舘大 コクシカンダイ		国士舘大 コクシカンダイ		国士舘大 コクシカンダイ		国士舘大 コクシカンダイ												信州大 シンシュウダイ		阿南工業高専 アナンコウギョウコウセン		大阪府立大 オオサカフリツダイ		テキサスA&M大 ダイ

																																上智大学 ジョウチダイガク																						新潟大 ニイガタダイ		一関高専 イチノセキコウセン		星槎大 セイサダイ

																																																										岸和田高 キシワダコウ

																																																						東洋大 トウヨウダイ		久留米高専 クルメコウセン		高専（４） コウセン

		回数 カイスウ		1回		2回		3回		4回		5回		6回		7回		8回		9回		10回		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		5回 カイ		6回 カイ		7回 カイ		8回 カイ		9回 カイ		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		5回 カイ		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		5回 カイ

		参加大学数 サンカダイガクスウ		8		8		8		8		8		8		8		8		7		8		15		15		15		17		18		12		16		15		14		13		12		14		12		14		8		15		13		20		13

		参加人数 サンカニンズウ		149		145		114		107		133		74		106		135		69		96		131		66		143		102		121		91		163		183		113		92		77		79		73		80		54		159		47		95		49

		欠席校数 ケッセキコウスウ		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		1		1		0		0		0		3		1		2		1		4		4		3		4		3

																						1,128																		1,113										401										404

																																						H22-24 TVセミナー参加者延べ総数		1,128

																																						H25-27 TVセミナー参加者延べ総数 ノソウ		1,113

																																						H28-30 TVセミナー参加者延べ総数 サンカシャノソウスウ		401		平均 ヘイキン

																																						R01-02 TVセミナー参加者延べ総数 サンカシャノソウスウ		404

																																						H22-30 TVセミナー参加者延べ総数		3,046		105		人 ニン

																																						H22-27 全国大会参加者延べ総数 ゼンコクタイカイサンカシャノソウスウ		82

																																						H28-29 全国大会参加者延べ総数 ゼンコクタイカイサンカシャノソウスウ		16

																																						合計 ゴウケイ		98

																																						総合計 ソウゴウケイ		3,144

		国外向けＴＶセミナー参加者延べ人数 コクガイムサンカシャノニンズウ

				1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		13		14		15		16		17		18		19		20		21		22		23		24		25		26		27		28

				Phase 2										Phase 3																								Phase 4

				平成26(2014)年度				平成27(2015)年度 ヘイセイネンド						平成28(2016)年度 ヘイセイネンド								平成29(2017)年度 ヘイセイネンド								平成30(2018)年度 ヘイセイネンド								令和元(2019)年度 レイワガンネンド						令和2(2020)年度 レイワネンド								令和3(2021)年度 レイワネンド

				1回 カイ		2回 カイ		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		5回 カイ		6回 カイ		7回 カイ		8回 カイ

		開催日 カイサイビ		11/5		11/7		10/30		11/5		3/3		12/9		12/16		3/7		3/23		10/30		11/13		12/15		3/12		10/30		11/13		12/15		3/12		1/7		2/27		3/10		11/10		12/8		1/19		2/2		11/12		11/16		1/7		2/25

		マレーシア国民大学 コクミンダイガク		23		0		16		23		30		16		18		20		25		17		12		9		11		14		13		12		11		9		8		8						10

		タイチュラロンコン大学 ダイガク		0		24		5		3		9		7		3		5		4		5		3		5		11		6		5		7		14		11		11		8						31

		大阪産業大学 オオサカサンギョウダイガク																														2		1		2		2										2

		参加大学数 サンカダイガクスウ		1		1		2		2		2		2		2		2		2		2		2		2		2		2		3		3		3		3		2		2		4		3		3		4		3		2		3		3

		参加人数 サンカニンズウ		23		24		21		26		39		23		21		25		29		22		15		14		22		20		20		20		27		22		19		16		41		16		43		28		30		26		53		22

												133																								258																						316

				H26は試験放送 シケンホウソウ

																																H26-R02 国外向けＴＶセミナー参加者合計 コクガイムサンカシャゴウケイ								707		29.4583333333

																																H22-30 国内外ＴＶセミナー参加者合計 コクナイガイサンカシャゴウケイ								3,753
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欠席校数



		



参加大学数

参加人数



		参加拠点		7回 カイ		8回 カイ		9回 カイ				幹事校 カンジコウ

		開催日 カイサイビ		8/6		9/25		12/22

		北海道大学		11		4		6				2

		八戸工業大学		30		100		4				2

		茨城大学		18		7		29				3

		東京工業大学		7		11		7				6

		金沢大学		4		0		0				0

		福井大学		23		10		12				3

		大阪大学		15		1		2				3

		岡山大学		0		2		1				2

		長岡技術科学大学 ナガオカギジュツカガクダイガク		8		8		3				1

		山梨大学 ヤマナシダイガク		17		12		18				0

		湘南工科大学 ショウナンコウカダイガク		14		13		16				0

		名古屋大学 ナゴヤダイガク		4		0		8				2

		京都大学 キョウトダイガク		2		3		1				1

		九州大学 キュウシュウダイガク		10		12		6				2

		合計 ゴウケイ		163		183		113				27

								459
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Sheet1

		

		H22-H27原子力基礎教育シリーズ・セミナー参加者数のまとめ ゲンシリョクキソキョウイクサンカシャスウ

																																												3/3/16

				Phase１		H22		H23										H24										Phase２		H25				H26								H27

				参加拠点		1回		2回		3回		4回		5回		6回		7回		8回		9回		10回				参加拠点		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		5回 カイ		6回 カイ		7回 カイ		8回 カイ		9回 カイ

				開催日 カイサイビ		2/28
-3/1		8/9
-10		8/31
-9/1		11/9
-10		1/25
-26		3/1
-2		9/25
-26		9/27
-28		2/18
-19		2/27
-28				開催日 カイサイビ		2/13
-14		3/4
-5		7/15
-16		9/2		11/20		1/6		8/6		9/25		12/22

				北海道大学		8		50		13		12		63		6		8		7		0		6				北海道大学		31		1		9		2		7		1		11		4		6

				八戸工業大学		36		15		38		12		26		5		6		56		17		13				八戸工業大学		3		5		9		3		1		0		30		100		4

				茨城大学		19		14		9		10		6		9		34		7		7		9				茨城大学		4		8		2		15		10		8		18		7		29

				東京工業大学		17		32		26		13		9		11		14		26		7		23				東京工業大学		12		3		10		12		4		4		7		11		7

				金沢大学		2		1		2		13		13		7		8		6		9		7				金沢大学		14		6		9		9		8		15		4		0		0

				福井大学		40		17		9		7		6		6		11		8		17		20				福井大学		11		12		19		17		18		28		23		10		12

				大阪大学		9		7		8		3		1		22		10		10		8		9				大阪大学		0		0		3		6		3		7		15		1		2

				岡山大学		18		9		9		37		9		8		15		15		4		9				岡山大学		7		1		6		2		28		4		0		2		1

				参加者数		149		145		114		107		133		74		106		135		69		96				小計 ショウケイ		82		36		67		66		79		67		108		135		61

																				TVセミナー総参加者延べ数 ソウサンカシャノスウ		1,128						長岡技術科学大学 ナガオカギジュツカガクダイガク		3		2		23		7		5		0		8		8		3

				全国大会 ゼンコクタイカイ		40						29																山梨大学 ヤマナシダイガク		12		8		12		6		7		10		17		12		18

				海外出前講義 カイガイデマエコウギ		65		48		48		57						45		80		43						湘南工科大学 ショウナンコウカダイガク		10		4		9		6		14		10		14		13		16

																												名古屋大学 ナゴヤダイガク		3		10		12		3		9		2		4		0		8

																												京都大学 キョウトダイガク		3		1		5		4		2		0		2		3		1

																												九州大学 キュウシュウダイガク		18		5		15		10		5		2		10		12		6

																												小計 ショウケイ		49		30		76		36		42		24		55		48		52

																												合計 ゴウケイ		131		66		143		102		121		91		163		183		113

																												全国大会 ゼンコクタイカイ						13

																																												H25-27 TVセミナー参加者延べ総数		1,113

																																												H22-27 TVセミナー総参加者延べ総数 ノソウ		2,241

																																												H22-27 全国大会参加者延べ総数 ゼンコクタイカイサンカシャノソウスウ		82

																																										合計 ゴウケイ		2,323
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TVセミナー参加者数の推移



Sheet3

		これまでのＴＶセミナーの参加者数状況 サンカシャスウジョウキョウ

		国内向けＴＶセミナー参加者延べ人数 コクナイムサンカシャノニンズウ																																										4/10/22 14:42

				1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		13		14		15		16		17		18		19		20		21		22		23		24		25		26		27		28		29

				Phase 1																				Phase 2																		Phase 3										Phase 4										大学名 ダイガクメイ

				平成22
(2010)年度 ヘイセイネンド		平成23(2011)年度 ヘイセイネンド										平成24(2012)年度 ヘイセイネンド								平成25(2013)年度 ヘイセイネンド				平成26(2014)年度 ヘイセイネンド								平成27(2015)年度 ヘイセイネンド						平成28
(2016)年度 ヘイセイネンド		平成29(2017)年度 ヘイセイネンド				平成30(2018)年度 ヘイセイネンド				令和元(2019)年度 レイワガンネンドド		令和2
(2020)年度 レイワネンド				令和3 
(2021)年度 レイワネンド

				1回		2回		3回		4回		5回		6回		7回		8回		9回		10回		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		5回 カイ		6回 カイ		7回 カイ		8回 カイ		9回 カイ		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		5回 カイ		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		5回 カイ

		開催日 カイサイビ		2/28-3/1		8/9-8/10		8/31-9/1		11/9-11/10		1/25-26		3/1-3/2		9/25-26		9/27-28		2/18-19		2/27-28		2/13-14		3/4		7/15-16		9/2		11/20		1/6		8/6		9/25		12/22		2/17-20		9/27		1/10		9/26		1/10		1/9		9/30
録画視聴11月 ロクガシチョウガツ		1/15
録画視聴  月 ロクガシチョウガツ		9/27		12/16

		北海道大学		8		50		13		12		63		6		8		7				6		31		1		9		2		7		1		11		4		6		3				1		7				4								10		北海道大学

		八戸工業大学		36		15		38		12		26		5		6		56		17		13		3		5		9		3		1				30		100		4		5		10		3						2		55		1		3				八戸工業大学

		茨城大学		19		14		9		10		6		9		34		7		7		9		4		8		2		15		10		8		18		7		29				3		9		3		6												茨城大学

		東京工業大学		17		32		26		13		9		11		14		26		7		23		12		3		10		12		4		4		7		11		7		5		15		7		12		8		5		3				10		2		東京工業大学

		金沢大学		2		1		2		13		13		7		8		6		9		7		14		6		9		9		8		15		4								2		6		1		4				5		3						金沢大学

		福井大学		40		17		9		7		6		6		11		8		17		20		11		12		19		17		18		28		23		10		12		4		3				2		6				1		1		4		1		福井大学

		大阪大学		9		7		8		3		1		22		10		10		8		9						3		6		3		7		15		1		2		5		8		2		12		17		7						1				大阪大学

		岡山大学		18		9		9		37		9		8		15		15		4		9		7		1		6		2		28		4				2		1										7												岡山大学

		長岡技術科学大学 ナガオカギジュツカガクダイガク																						3		2		23		7		5				8		8		3						3		6		1				5		11		3		1		長岡技術科学大学 ナガオカギジュツカガクダイガク

		山梨大学 ヤマナシダイガク																						12		8		12		6		7		10		17		12		18		27		15		18		11		14		19		12				4		4		山梨大学 ヤマナシダイガク

		湘南工科大学 ショウナンコウカダイガク																						10		4		9		6		14		10		14		13		16		16		10		2																湘南工科大学 ショウナンコウカダイガク

		名古屋大学 ナゴヤダイガク																						3		10		12		3		9		2		4				8		11		5		10		9		2		6										名古屋大学 ナゴヤダイガク

		京都大学 キョウトダイガク																						3		1		5		4		2				2		3		1		2				2		4		2				5		1						京都大学 キョウトダイガク

		九州大学 キュウシュウダイガク																						18		5		15		10		5		2		10		12		6		6		5		10		6		12				14				2		1		九州大学 キュウシュウダイガク

		東京都市大学 トウキョウトシダイガク																																								8		1						1						1		1				東京都市大学 トウキョウトシダイガク

																																																				2		8		6		43		13		大阪産業大学 オオサカサンギョウダイガク

																																																				9		4		1		3		5		近畿大学 キンキダイガク

																																																												1		早稲田大学 ワセダダイガク

		日本原子力研究開発機構他一般 ニホンゲンシリョクケンキュウカイハツキコウホカイッパン																																												6								42		22		12		8		日本原子力研究開発機構他一般 ニホンゲンシリョクケンキュウカイハツキコウホカイッパン

		合計 ゴウケイ		149		145		114		107		133		74		106		135		69		96		131		66		143		102		121		91		163		183		113		92		77		79		73		80		54		154		47		86		46

		参加拠点数 サンカキョテンスウ		8		8		8		8		8		8		8		8		7		8		13		13		14		14		14		11		13		12		13		11		10		12		11		11		8		11		8		11		10

		拠点以外の参加 キョテンイガイサンカ																						東京都市大 トウキョウトシダイ		東京都市大 トウキョウトシダイ		東京理科大 トウキョウリカダイ		東海大 トウカイダイ		東海大 トウカイダイ				東海大 トウカイダイ		東海大 トウカイダイ						近畿大 キンキダイ		近畿大 キンキダイ		近畿大 キンキダイ		近畿大 キンキダイ				金沢星稜大 カナザワセイリョウ		福島県立医大 フクシマケンリツイダイ		千葉大学 チバダイガク		熊本大 クマモトダイ

																								早稲田大 ワセダダイ		早稲田大 ワセダダイ				近畿大 キンキダイ		近畿大 キンキダイ		近畿大 キンキダイ		近畿大 キンキダイ		近畿大 キンキダイ				近畿大 キンキダイ		早稲田大 ワセダダイ		放送大 ホウソウダイ		早稲田大 ワセダダイ		大阪産業大学 オオサカサンギョウダイガク				埼玉大 サイタマダイ		豊橋技術科学大 トヨハシギジュツカガクダイ		東大 トウダイ		星槎大 セイサダイ

																														東京理科大 トウキョウリカダイ		東京大学 トウキョウダイガク				国士舘大 コクシカンダイ		国士舘大 コクシカンダイ		国士舘大 コクシカンダイ		国士舘大 コクシカンダイ												信州大 シンシュウダイ		阿南工業高専 アナンコウギョウコウセン		大阪府立大 オオサカフリツダイ		テキサスA&M大 ダイ

																																上智大学 ジョウチダイガク																						新潟大 ニイガタダイ		一関高専 イチノセキコウセン		星槎大 セイサダイ

																																																										岸和田高 キシワダコウ

																																																						東洋大 トウヨウダイ		久留米高専 クルメコウセン		高専（４） コウセン

		回数 カイスウ		1回		2回		3回		4回		5回		6回		7回		8回		9回		10回		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		5回 カイ		6回 カイ		7回 カイ		8回 カイ		9回 カイ		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		5回 カイ		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		5回 カイ

		参加大学数 サンカダイガクスウ		8		8		8		8		8		8		8		8		7		8		15		15		15		17		18		12		16		15		14		13		12		14		12		14		8		15		13		20		13

		参加人数 サンカニンズウ		149		145		114		107		133		74		106		135		69		96		131		66		143		102		121		91		163		183		113		92		77		79		73		80		54		159		47		95		49

		欠席校数 ケッセキコウスウ		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		1		1		0		0		0		3		1		2		1		4		4		3		4		3

																						1,128																		1,113										401										404

																																						H22-24 TVセミナー参加者延べ総数		1,128

																																						H25-27 TVセミナー参加者延べ総数 ノソウ		1,113

																																						H28-30 TVセミナー参加者延べ総数 サンカシャノソウスウ		401		平均 ヘイキン

																																						R01-02 TVセミナー参加者延べ総数 サンカシャノソウスウ		404

																																						H22-30 TVセミナー参加者延べ総数		3,046		105		人 ニン

																																						H22-27 全国大会参加者延べ総数 ゼンコクタイカイサンカシャノソウスウ		82

																																						H28-29 全国大会参加者延べ総数 ゼンコクタイカイサンカシャノソウスウ		16

																																						合計 ゴウケイ		98

																																						総合計 ソウゴウケイ		3,144

		国外向けＴＶセミナー参加者延べ人数 コクガイムサンカシャノニンズウ

				1		2		3		4		5		6		7		8		9		10		11		12		13		14		15		16		17		18		19		20		21		22		23		24		25		26		27		28

				Phase 2										Phase 3																								Phase 4

				平成26(2014)年度				平成27(2015)年度 ヘイセイネンド						平成28(2016)年度 ヘイセイネンド								平成29(2017)年度 ヘイセイネンド								平成30(2018)年度 ヘイセイネンド								令和元(2019)年度 レイワガンネンド						令和2(2020)年度 レイワネンド								令和3(2021)年度 レイワネンド

				1回 カイ		2回 カイ		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		1回 カイ		2回 カイ		3回 カイ		4回 カイ		5回 カイ		6回 カイ		7回 カイ		8回 カイ

		開催日 カイサイビ		11/5		11/7		10/30		11/5		3/3		12/9		12/16		3/7		3/23		10/30		11/13		12/15		3/12		10/30		11/13		12/15		3/12		1/7		2/27		3/10		11/10		12/8		1/19		2/2		11/12		11/16		1/7		2/25

		マレーシア国民大学 コクミンダイガク		23		0		16		23		30		16		18		20		25		17		12		9		11		14		13		12		11		9		8		8						10

		タイチュラロンコン大学 ダイガク		0		24		5		3		9		7		3		5		4		5		3		5		11		6		5		7		14		11		11		8						31

		大阪産業大学 オオサカサンギョウダイガク																														2		1		2		2										2

		参加大学数 サンカダイガクスウ		1		1		2		2		2		2		2		2		2		2		2		2		2		2		3		3		3		3		2		2		4		3		3		4		3		2		3		3

		参加人数 サンカニンズウ		23		24		21		26		39		23		21		25		29		22		15		14		22		20		20		20		27		22		19		16		41		16		43		28		30		26		53		22

												133																								258																						316

				H26は試験放送 シケンホウソウ

																																H26-R02 国外向けＴＶセミナー参加者合計 コクガイムサンカシャゴウケイ								707		29.4583333333

																																H22-30 国内外ＴＶセミナー参加者合計 コクナイガイサンカシャゴウケイ								3,753
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国内向けTVセミナー参加状況
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欠席校数



		



参加大学数

参加人数



		参加拠点		7回 カイ		8回 カイ		9回 カイ				幹事校 カンジコウ

		開催日 カイサイビ		8/6		9/25		12/22

		北海道大学		11		4		6				2

		八戸工業大学		30		100		4				2

		茨城大学		18		7		29				3

		東京工業大学		7		11		7				6

		金沢大学		4		0		0				0

		福井大学		23		10		12				3

		大阪大学		15		1		2				3

		岡山大学		0		2		1				2

		長岡技術科学大学 ナガオカギジュツカガクダイガク		8		8		3				1

		山梨大学 ヤマナシダイガク		17		12		18				0

		湘南工科大学 ショウナンコウカダイガク		14		13		16				0

		名古屋大学 ナゴヤダイガク		4		0		8				2

		京都大学 キョウトダイガク		2		3		1				1

		九州大学 キュウシュウダイガク		10		12		6				2

		合計 ゴウケイ		163		183		113				27

								459
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